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本研究は、 GTA における陽極熱輸送と溶融池内での対流熱輸送現象に関する検討に基づいて GTA 溶接における溶
融池の形成現象ついて明らかにすることを目的とした。特に、プラズマ状態と陽極溶融量との相互関係および溶融池










































力の 3 つの駆動力が重要であり、これらの 3 つの駆動力のバランスによって対流方向が変化し、それによって溶融池
内での熱の輸送の向き、すなわち溶け込み形状が決定されることを示している。特にマランゴニ力は内向きおよび外
向き対流発生のトリガとしての役割を果たし、 トリガが発生すれば残りの 2 つの駆動力の作用が決定され、対流が進
行することを明らかにしている。
(4) トリガとしてのマランゴニ対流を内向きに発生させるには、微量の表面活性元素の添加で十分であることおよびマ
ランゴニ対流の発生機構としては表面活性元素の濃度に対する表面張力の依存性が挙げられることを明らかにして
いる。
以上のように、本論文は、レーザ計測法などの種々の実験結果に基づいて GTA 溶接系における熱輸送現象に関し
て検討を行うことにより、 GTA 溶接における溶融池形成現象に関して新しい知見を得ている。本研究で得られた成果
は、 GTA 溶接における溶融池形成現象の理解のための指針を与え、溶融池形成の制御の今後の発展に寄与するところ
が大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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